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明治 ◎大正期の山形規における商品流通の変化






















































































































































































































































































































































明治32年 明治36年 明治40年 明治44年 大正4年 大正8年
687万円 % 899万円 % 1,423万円 % 2,444万円 % 2,325万円 % 10,029万円 %
1 生 糸50.8 生 糸39.5 内国米32.3 内国米34.7 内国米27.5 器械糸27.3
2 絹織物21.6 米 22.7 器械糸18.1 絹織物17.1 器械糸22.8 内国米27.2
3 米 13.7 絹織物18.3 綿織物13.3 器械糸14.6 絹織物20.1 絹織物19.4
4 清 酒 8.0 清 酒 7.3 座練糸12.9 上中繭 7.8 清 酒 5.5 羽二重 7.1
5 繭 0.8 刻煙草 3.4 羽二重 5.4 清 酒 4.9 鋼 材 5.5 清 酒 4.1
6 玉 糸 o.7 薗 3.3 清 酒 4.7 羽二重 2.7 座練糸 3.2 上中繭 2.6
7 薄 荷 0.5 綿織物 1.6 上中繭 1.4 座練糸 2.1 上中繭 2.5 杉 材 1.5
8 薄荷脳 0.5 網錦織 0.9 雑 貨 1.1 鋼 材 2.0 .足踏糸 1.3 座練糸 1.2
9 蚕 種 0.4 玉 糸 0.5 縄 類 0.9 屑 糸 1.9 屑 糸 0.9 鋼 材 0.9
10 刻煙草 0.4 葉煙草 0.5 玉 繭 0.9 綿織物 1.6 羽二重 0.9 木 炭 0.8
上 1-3 86.1 80.5 63.7 66.4 70.4 73.95 949 912 820 791 81 851
p位 1-10 97.6 98.0 91.2 89.4 90.2 92.1
1-20 99.2 99.9 96.5 96.0 95.5 96.7
[コ口口 Ⅰ群 21.7 30.0 37.0 39.6 33.0 31.45 5 4 1 18 288 297















































明治32年 明治36年 明治40年 明治44年 大正4年 大正 8年
697万円 % 987万円 % 朱257万円 % 1,310万円 % 1,627万円 % 5,573万円 %
1 砂 糖10.5 砂 糖23.6 外国米27.6 外国米 8⊥6 器械糸13.4 器械糸14.6
2 和 紙 7.4 米 9.9 ㌔塩魚類 5.4 大豆粕 6.3 綿糸類 6.2 外国米10.5
3 綿織物 7.1 石 油 6.4 石 油 5.1 綿糸類 5.5 大豆粕 5.7 座練糸 5.1
4 石 油 6.5 和 紙 4.4 食 塩 4.2 食 塩 5.2 座練糸 5.1 大豆粕 5.0
5 絹織物 5.7 鮮魚類 4.3 白砂糖 3.2 絹織物 5.1 足踏糸 4.5 綿糸類 4.2
6 食 塩 5.4 塩魚類 4.1 綿織物 3.1 綿織物 4.5 鮮魚類 4.1 鮮魚類 3.6
7 鮮魚類 5.2 綿糸類 3.9 黒砂糖 3.1 塩魚類 4.4 食 塩 3.7 塩魚類 3.6
8 生 糸 4.7 乾魚類 3.8 乾魚類 2.9 石 油 3.8 塩魚類 3.0 綿織物 2.7
9 鉄 材 4.3 食 塩 3.7 鮮魚類 2.9 鮮魚類 3.7 乾魚類 2.6 乾魚類 2.5
10 綿 4.3 小間物 3.5 綿糸類 2.8 黒砂糖 3.3 綿織物 2.5 人造肥 2.4
上 1-3 25.0 39,9 38.1 20.4 25.3 30.25 372 486 455 3 6 349 94
位 1-10 61.1 67.6 60.3 50.3 50.8 54.2
1-20 85.8 85.9 78.0 73.3 71.7 71.4
亡コ日日冒 A群 15.9 27.3 11.5 13.2 10.8 7.6
B群 9.4 12.2 11.2 10.4 9.7 9.7
C群 1.4 9.9 27.6 8.6 2.4 10.5
D群 8.9 5.2 5.5 6.4 29.2 24.9
1)『山形県勧業年報』と 『山形県統計書』より作成｡



















































総額 移出 移入 総額 移出 移入
山 形 県 1,384万円 687万円 697万円 9,973万円 6,525万円 3,448万円100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100,0%
出 形 市 12.0 2.5 21.4 13.4､一 6.8 26.0
南村山郡 3.2 4.5 1.8 3.4 4.0 2.25
東村山郡 3.9 4.7 3.2 4.0 4.45 3.05
西村山郡 5.4 7.5 3.4 2.3 2.45 1.9
北村山都 2.0 1.5 2.5 2.9 3.0 2.65
最 上 部 1.4 1.2 1.6 5.7 6.75 3.8
米 沢 市 23.6 31.8 15.5 20.9 22.4 18.1
南置賜郡 0.6 1.2 0.0 0.4 0.5 0.1
東置賜郡 7.1 11.4 3.0 8.4 11.35 2.8
西置賜郡 7.0 9.2 4.8108 88 12 2.1 2.0 2.3
東田川部 3.2 4.2 1.4














































































































































































































































































































































ll.6% 田山 72.60/.真義 l
10.0 飽 61.8 神兵
9.1 飽 84.6 東阪
7.2 飽山 63.2 静高
5.7 山飽 56.2 宮新
5.4 山飽 79.5 阪東
5.4 山田 49.0 広口
5.0 飽 67.7 北
4.4 西 41.3 京
4.4 飽山 73.4 阪鳥























3)｢石油 11.6% 田山 72,6% 兵新｣は,移入品の占める石油の割合が11.6%であること,その主たる移入
郡市が西田川郡と山形市で,山形県の移入分の72.6%を占め,その主たる仕出地が兵庫県と新潟県であること,






























































































移 出 移 入 移出入合計
山形県 酒田 山形県 酒田 山形県 酒田
明治33年5941大正2 921万円 175万円 19.0% 728万円 241万円 33.1% 1,649万円 416万円 25,2%
921 203 22.0 728 178 24.4 1,649 380 23.1
1,151 380 33.0 784 172 22.0 1,935 553 28.6
1,151 391 34.0 784 166 21.2 1,935 558 28.8
1,361 303 22.3 1,006 205 20.4 2,367 508 21.5
1,361 248 18.2 1,006 120 11.9 2,367 368 15.5
1,486 446 30.0 1,006 212 21.1 2,492 658 26.4
1,486 395 26.6 1,006 132 13.1 2,492 527 21.2








明治39年 明治40年 明治41年 明治42年 明治43年 明治44年
合 計 移 入 205.4万円 238 .4万円 211.8万円 179.5万円 194.4万円 217.9万円
移 出 302.9 407.4 .446.3 359.4 407.8 541.8
北 海 道 移 入 14.1% 27.35% 18.5% 23.1% 19.0% 23.3%
移 出 68.2 83.9 68.55 69.2 47.0 36.9
秋田 .青森 移 入 0.3 0.l l.6 0.7 1.1 0.1
移 出 0.5 0.8 0.1 0.5 0.5 0.0
酒田新潟間 移 入 1.95 5.8 4.7 8.75 10.′2 5.1
移 出 1.2 1.25 1.55 1.5 0.8
北 陸 移 入 2.3 4.1 3.5 3.15 3.4 2.7
移 出 0.4 0.2 0.0 1.0 0.7 0.0
京 浜 移 入 17.5 9.85 7.5ー 22.65 14.9 14.9
移 出 23.5 11.0 25.0 24.3 45.9 60.4
兵庫 .大阪 移 入 49.6 43.9 58.25 32.0 33.7 25.1
移 出 1.9 1.15 0.5 0.2 0.1 0,0
中 国 移 入 7.25 6.7 3.25 7.9 8.0 6.4
移 出 0.3 0.8 0.3 .0.2 0.1 0.0
そ の 他 移 入 7.0 2.2 2.7 1.75 9.7 22.4






























石油 ･鉄と鋼 ･砂糖 ･洋酒 ｡綿織物が京浜地











表 7 山形県における鉄道による移出入貨物の府県別発着状況 (大正 7年度)
山形県内に到着した貨物の発地 山形県内から発送された貨物の着地
トン 1位 2位 3位 4位 . トン 1位 2位 3位 4位
栄 37,798 % % % 栄 110,383 % %神41.4山36.7東17.9 東70.8山12.5
麦 5,616 栃28.7茨17.9群14.1 麦 564 山87.6秋
大 豆 6,744 青42.3北12.2山11.2 大 豆 873 山86.8秋
雑 穀 4,613 北36.3山20.7青13.3 雑 穀 1,141 山83.8束
甘 藷 6,517 埼64.6千19.9 甘 藷 638 山91.4秋
生 果 3,830 静48.7山20.3 生 果 2,042 山38.0東19.1
木 材 31,523 山69.5秋19.9 木 材 72,366 東36.6山30.3秋16.5
木 炭 7,569 山85.1秋13.0 木 炭 28,098 東30.5山22.9福17.2
節 4,460 山98.2秋 節 9,687 山45.2東31.3
石 材 6,663 申62.7秋21.2 石 材 5,171 山80.8秋10.5
石 炭 47,594 山42.0福34.0青18.7 石 炭 31,949 山62.5秋16.3
秩 .鋼 3,514 東65.4山13.8 秩 .鋼 1,603 東46.6山30.3
石 油 2,909 神41.0秋19.8山18.5新 石 油 903 山59.7秋24.4
製紙原料 368 山45.9神13.O兼lo.9 製紙原料 1,423 東40.5静22.1媛17.5山
和 洋 紙 800 山19.4静19.0北11.5青 和 洋 紙 219 山70.8福
塩 干 魚 9,938 青43.9山19.6北19,2 塩 干 魚 2,316 山84.1宮
生 鮮 魚 5,493 青34.7宮33.0山20.4 生 鮮 魚 1,651 山68.0宮12.6
麦 粉 3,899 栃35.2東17.3山16.9 麦 粉 687 山96.1兵
砂 糖 8,175 東41.4山16.5大13.9 砂 糖 1,414 山95.3秋
味噌醤油 1,772 山74.1福14.1 味噌醤油 1,529 山85.9福
和 酒 2,520 山88.8東 和 酒 10,721 宮28.9福24.0山20.9
洋 酒 1,671 東60.3山16.0神12.4 洋 酒 651 山41.2福18.4
肥 料 42,956 神46.4東15.1山11.1 肥 料 8,371山57.2埼10.3
綿 織 物 1,201 東34.8山26.5 綿 織 物 461 山69.0東13.2
繭 5,601 山81.1秋 蘭 7,951 山57.1福17.5
生 糸 477 福34.6山21.6神21.4群 生 糸 631･神63.1山16.3
綿 織 物 71 山56.3宮15.5福11.3 綿 織 物 203 神64.5山19.7
煉 瓦 2,123 埼36.4山35.3宮14.2 煉 瓦 831 山90.1福
1)『大正七年度主要貨物府県別発着数量表』より作成｡
2)貨物発着地は,北 :北海道,育 :青森県,釈 :秋田県,山:山形県,宮 :宮城県,宿 :福島県,求 :茨城県,
栃 :栃木県,秤 :群馬県,千 :千葉県,埼 :埼玉県,栄 :東京都,神 :神奈川県,釈 :新潟県,静 :静岡県,咲 :











































内 国 米 35.1%
器械生糸 19.8
綿 織 物 15.9
羽 二 重 6.7
清 酒 3.6





草 履 表 1.1
9.2% 沢 68.7% 福神
8.8 飽 23.5 神兵
5.7 田 27.3 神東
4.7 山 46.6 宮
3.9 沢 80.3 福神
3.3 山 27.1 宮
3.3 山 43.9 宮
3.2 山 82.4 東
2.8 釈 .35.6 凍阪
!2.5 飽田 59.0 広
;2.2 山 44.1 青
2.1 田 36.9 東
2.1 山置 71.0 北宮
2.0 山 69.l 阪衷
2.0 飽 33.1 鹿東























































































































































































































貢,同 (1933):酒田港 (大塚地理学会編 『大塚
地理学会論文集』第一韓,古今書院),412-431
頁,同(1935):最上川の水運(上)(下),地理
教育,22-1,46-51頁,22-2,45-51貢,
同 (1940):最上川の船着場,交通文化,10,
979-985頁,同(1941):最上川の船着場(その
二),交通文化,16,529-538貢,同(1942):
最上川の船着場 (その三),交通文化,18,
719-727貢,同(1942):山形と仙台の交通,也
理学研究,1-1,14-37貢,同編(1940):『大
石田町誌』,大石田町教育会,488貢,の一連の
研究(これらの論文はその他の論文とともに,長
井政太郎 (1976):『山形県交通史』不二出版,
564頁,に収録)及び横山昭男 (1976):明治前
期における酒田港移出入物資の動態一地域産業
と国内市場の発展に関連して-,山形史学研
究,12,1-14貫,同(1978):明治前期におけ
る商品流通と輸送路一陸羽横断の諸街道を中心
として-,山形史学研究,13･14,179-192
頁,横山昭男の指導下でまとめられた山形県立
中央高等学校郷土研究部 (1969):奥羽線の開
通と最上川水運の消滅一明治期山形県における
移出入物資と交通の発達との関係に関する研
究-,郷土研究,5,15-32貢,同じく横山昭
男の執筆になる山形県編 (1975):『山形県史』
本第五 (商工業編)(山形県),452-509貢,
763-827貢)等の研究がある｡
6)山形県内の峠道とその海抜高度及び峠集落に
ついては,長井政太郎の前掲書 『山形県交通
史』,118-160頁,を参照されたい｡
7) ｢万世大路｣と命名された里程4.32里のこの
新道は,明治9年11月の着手,14年10月の竣工
である(『明治十五年十六年度 (山形県)勧業年
報』)0
8)旧宮城県庁文書の-史料には,宮城県から山
形県へ連絡する｢山形県線路｣として,四路線
が挙げられている｡この中では｢作並越｣の通
路が最も重要なルートであること,｢湯ノ原越｣
の通路は,旧陸羽街道経由の陸送と白石川と阿
武隈川経由の海送が利用できたことを記述して
いる(『自明治十八年至明治二十年 鉄道』旧宮
城県庁文書 ｢諸伺113号｣,宮城県立図書館所
蔵)0
9)里程5.2里のこの新道は,明治10年 7月の着
手,11年7月の竣工である｡
10)この陸運会社の明治6年の記事に,｢全国各地
に社員を派遣し,三都同業者及び各地の出張店
等を糾合し,各道社中と契約し,新に同盟を結
び,出張店分社取次所等三千四百八十線ヶ所を
開設｣(内国通運株式会社編 (1917):『内国通
運株式会社発達史』内国通運株式会社,29頁)し
たとある｡
ll) 『山形県勧業課第二回年報』,18貢｡
12)最上川流路の河川勾配の特徴と難所に関して
は,長井政太郎(1956):『山形県新誌』(改訂版)
日本書院,39-41貢,の説明が筒にして要を得
ている｡ なお,小野寺淳(1991):『近世河川絵
図の研究』古今書院,282頁,は最上川の河川水
路図と水運に関する考察を含んでいる｡
13)五百川峡谷の出口に位置する左沢と,置賜の
舟の遡航地点であった糠ノ目の名前はここには
ないが,両河岸が河岸としてすでに機能してい
ないことを直ちに意味するものではない｡
14)奥羽線は明治25年の鉄道敷設法の第一期線と
して計画され,福島と湯沢間を両線,青森と湯
沢間を北線として,福島と青森を起点として工
事を起工した(鉄道省編(1921):『日本鉄道史』
中編,鉄道省,113-122頁)0
15)羽越線が秋田県側と連絡するのは大正9年11
月,同様に新潟県と連絡するのは大正13年7月
を待たなければならない｡この他,大正7年ま
でに新庄と小牛田間の陸羽東線が大正6年11月
に,赤湯と長井間の長井線が大正7年10月に開
通している｡
- 20-
16)明治17年は内務省地理局編纂(1887):『地方
行政区画便覧』内務省,明治18年は山形県農商
課編 (1885):『明治十七年度勧業年報』山形
県,明治31年は内閣統計局編『日本帝国人口統
計』内閣統計局,明治36年と41年及び大正2年
と7年は同編『日本帝国人口静態統計』,大正9
年は 『国勢調査報告』からの引用である｡
17)この通達は,『農商務統計表』の編集を可能に
した ｢農商務省達第21号｣である｡
18)日本の湾港と河岸場の出入商品や船舶に関す
る調査は｢内務省旧勧商局長ノ委嘱ヲ容レ明治
十一年始メテ之二着手シ,爾後追々報道アルニ
随ヒ之ヲ勧商雑報二掲載シ,又十三年分ハ既二
統計年鑑中こ採録セラル〉ヲ得タリ｣,ただし｢府
県ノ調査スル所各其表式ヲ異ニシ或ハ精粗錯雑
シテ閏年ヲ通計シ各港ヲ合鑑スルノ便ナシ｣(農
商務省編 (1884):『明治十五年商況年報』前
欝,45頁)という状態にあった｡明治15年に初
めて同一の雛型のもとに港湾と河岸場の全国的
調査が実施されているが,ここでの調査が｢農
商務通信規則｣に基づく港湾と河岸場の調査の
モデルとなったのであろう｡
19)｢物産其他貨物ノ輸出入ハ毎戸ヨリ調書ヲ出
サシメ,各種ノ職業二依り問屋仲買其他ノ各商
賓ヲ集メ毎戸ヨリ出シタル調書ノ信偽ヲ調査セ
シムへシ,誓ハ織物ハ呉服商西洋晶ハ西洋晶商
人ヲ集メ年々ノ仕入発売高及ヒ該貨物ハ何方ヨ
リ何方ヲ経テ取寄セ,内幾分ハ更二何方へ向ケ
運送スル等詳細取調フヘシ｣｢戸長役場二於テ
ハ別紙表式二依り毎戸ヨリ調書ヲ出サシメ之レ
ヲ統計シテー町村ノ物産及ヒ輸出入表ヲ製シ,
毎戸ヨリ出シタル調書ヲ添綴シテ差シ出スヘシ｣
という｢取調手続｣の記載は,郡役所一町村一
戸長役場という行政組織を使って調査が実施さ
れたことを記録している｡
の統計を利用した二つの先行研究,佐藤誠
65):山形県における産業資本確立期の諸
形大学紀要(社会科学),2-3,39-47
昭男執筆分の前掲の 『山形県史』,
乱 774-780貫,がある.ただし,い
おいても,山形県の主要移出品で
の絹織物の統計を欠く大正 6年
年)を比較の年次に選んでい
生糸産額は約140万円,そ
出である｡これは明治
32年の生糸移出額の約27%に相当する大きさで
ある｡管外からの移入生糸は,移出額の45.8%
に達する大きさである｡移入生糸は大部分が県
内で消費され,一部再移出されている｡『山形県
勧業報告』第40号 (明治22年1月)による｡
22)米の移出量は,明治20年代は年平均で20万
石,30年代後半に30万石,43年に初めて50万石
の水準に到達し,大正5年に70万石を記録して
いる｡生産数量に占める米の移出割合は,極端
に高い商品化率となった明治28年と35年と38年
及び逆に前年が不作のために商品化率が低率と
なった明治31年と32年を例外年と見なすと,明
治20年代から30年代にかけては20%未満の水準
で推移し,20%を超えて30%の水準に上昇する
のは40年代以降のことである｡
23)現住人口一人あたりの砂糖消費量は,明治31
年が2.7kg,41年が3.5kg,大正7年が5.1kgで
ある｡砂糖の消費は大正期に増加傾向にある｡
24)明治30年の未曾有の凶作年の翌年に13.8万石
の米を移入したことを例外として,山形県は米
を大量に移入することはなかったが,35年以降
は豊凶に関係なく相当量の外国米を移入してい
る｡40年の23.1万石の移入量のうち14.1万石は
米の最大の移出地であった酒田を控える飽海郡
への入荷であった｡都市部への人口集積は小さ
いから,これは生産した米を販売して外国米を
購入して生活する世帯の少なくないことを意味
している｡水稲の収穫量を基礎にして米の移出
入量を勘案して現住人口一人あたりの米の消費
量を計算すると,明治31年が1.556石,大正7年
が1.348石となる｡水稲生産量はこの間に122万
石から190万石へと飛躍的に増大しているにもか
かわらず,米の消費量は減少傾向にある｡
25)山形県は年間1-2.5万枚の蚕種を移出して,
1-1.5万枚の蚕種を移入している｡
26)生糸の移入量は,明治37-44年平均で移出の
十分の-程度の3-4万斤にすぎなかったが,
大正元年以降は移出の半分を上回る大量の生糸
を移入している｡ その中心は米沢市である｡
27)とくに,長井政太郎 (1935):最上川の水運
(下),地理教育,22-2,45-51頁｡
28)横山昭男は1976年と1978年の論文で,明治10
年頃までは最上川舟運と酒田を中継地とする輸
送ルートに変化はなく,10年代以降に山形県は
北海道と瀬戸内方面との関係を深め,他方で東
京方面に新たな輸送ルートが発生し,馬車の通
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行を可能とした道路の整備がそれに関係してい
ることを明らかにしている｡
29)酒田商業会議所が編集した明治33年と35年の
『酒田町輸出入貨物統計表』(酒田市立光丘文
庫所蔵)によって,県外移出と最上川筋への移
送分を比較することができる｡明治33年の酒田
への移入額に占める最上川筋への移送割合は
40.7%であり,酒田からの移出額に占める最上
川筋からの移入割合は12.4%である｡明治35年
の割合は,それぞれ27.2%と5.4%になる｡この
間に最上川の舟運に大きな変化が認められる｡
30)第8号,山形県農商課,明治17年3月｡原本
の所在を確認できないため,以下の計算は,1978
年の横山の前掲論文に掲載の表によった｡
31) 『山形県勧業課第二回年報』には,14年分で
あろうか｢陸運ヲ以テ逓送スル物資ノ総数,-
ヶ年大概五寓三千九百駄内外ナリ｣(18貢)とあ
るが,これは県内の運送分を含んでいるものの
ようである｡同書には｢以上海陸川三漕ノ内其
第-ヲ占ムルモノハ陸運ニシテ日二月二道路ノ
改良ナルニ随ヒ益隆盛便利ヲ得へシ｣(18貢)
と,陸運の発展に言及している｡
32) 『明治十七年小出村商況書上』竹田清五郎所
蔵資料 (長井市文教の杜資料館所蔵)0
33)『作並新道開墾回議綴射日宮城県庁文書,｢諸
伺15号｣(宮城県立図書館所蔵)0
34)前掲の旧宮城県庁文書 ｢諸伺113号｣所収｡
35)大蔵省編 (1881):『商務局雑報』第43号,
216-217貢｡
36)明治前期の山形商人の活動や山形市商業の盛
衰に関しては,渡辺徳太郎の ｢山形商業談｣を
参照されたい｡山形市史編集委員会編(1975):
『山形市史資料』,第41号 (渡辺徳太郎著作
集),20-91貢,に収録｡
37)旧宮城県庁文書 ｢諸伺113号｣所収｡
38)明治20年 『第二回勧業報告』第28号,山形県
第一都農商課,38頁｡
39)前掲 ｢最上川の水運｣(下),46-47頁｡
40)日本鉄道開通前後の陸羽間の交通事情につい
ては,宮城県編(1960):『宮城県史5』(地誌･
交通史)宮城県,583-587貢,に僅かに言及さ
れているにすぎないが,白石駅から二井宿街道
を経由するルートが奥羽両線の米沢開通まで盛
んに利用されたことを記述している｡
41)山形県の移入貨物に占める飽海郡と西田川郡
の割合は,金額ベースで49.1%である｡
42)いずれも酒田商業会議所の編集と刊行になる
が,刊行年は,明治40年,41年,大正元年であ
る (酒田市立光丘文庫所蔵)0
43)奥羽両線の山形管内の貨物取扱数量は,明治
32年の1.2万トンから,34年の3.7万 トン,36年
の5.9万トン,38年の19.8万 トン,40年の21.4万
トンに増加している (逓信省鉄道局編 『鉄道局
年報』各年度版,｢官設鉄道停車場別乗客貨物及
賃金表｣より算出)0
44)鉄道省運輸局(1920):『大正七年度主要貨物
府県別発着数量表』,例言｡
〔付記〕
本研究は,1994年の歴史地理学会での討議に基
づいて作成したものである｡山形県の県史編纂事
務局と県下の舟運関係市町村各位の資料調査につ
いてのご理解とご協力なしには,本研究は,日の
目を見ることはなかったであろう｡記して感謝す
るしだいである｡この小論をこのたび専修大学を
退職された長谷川典夫先生に献呈したい｡
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TheStructuralChangeofTradePatternsinYamagataPrefecture,1870-1920
YamatoKASAI
ThispaperexaminesthestructuralchangeofreglOnaltradepatternsinYamagata
Prefecturebetween1870and1920.ThegoodsshippedoutofYamagataPrefectureconsisted
mostlyofagriculturalproduce,forestryproducts,andmanufacturedcommodities.The
shareoftheseproductstoalexportsreached95perceltandover.Rice,sake,rawsilk,silk
goods,andhabutae-silkwereveryimportant,whichamountedtoapproximately80percent.
Ricestrawrope,Japanesesandals(zori),silkworm.seed,andcocoonwereothergoods
shippedoutofYamagataPrefecture.
Consumergoodssuchassugar,salt,salted,driedandrawfish,oil,Japanesepaper
(washi),andcottongoodswereimportedtoYamagataPrefectureduringtheMeijiEra.The
importofrawmaterialsorsem卜prOCeSSedgoods,suchasarawsilkandcottonyarnused
forproductiveconsumptioninmanufacturing,increasedsubstantialysincetheTaisyoEra.
Riceimportsfromforeigncountriesincreasedintheearly1900S.Importedsoybeancakes
wereusedforfertilizers.TheimportedgoodsinYamagataPrefectureduringtheperiodof
Japan'slndustrialRevolutionconsistedmainlyofdailycommodities,raw llaterialsfor
manufacturing,andcommoditiesforagrlCulturalactivities,whichreflectedincreaslng
agriculturalproductivityanddevelopingmanufacturingindustries.
Examiningexportsandimportstogether,itispossibletounderstanddistinctive
structureoftrade.Increasingriceexportscorrespondedcloselywiththeincreaseincommer-
cialfertilizers,whichcontributedtoincreasedproductivityofpaddyrice.Expandingship一
mentofriceoutofYamagataPrefecturewascompensatedbyimportingforeignrice.Raw
silkindustrywasbasedonimportedsilkwormseedfromotherprefectures,whilerawsilk
wasalsoimportedfromotherareastoproducesilkgoods.
InthefirsthalfoftheMeijiEra,theregionalpatternoftradeinYamagataPrefecture
hadfolowingcharacteristics.YamagatawasconnectedwiththeKyotoandOsakadistrict
andHokkaidoviasearoutesfrom thePortsofSakataandKamoontheJapanSea.
ConsiderablepartsoftheimporteddailycommoditiesintotheShonaidistrictwereshipped
bybarge,fortheupperMogamivaleyfromSakata.Riceandsakewereexportedtoother
prefectures.IntheMurayamadistrictlocatedinaninlandbasin,merchantswhooperated
storesinthecityofYamagatawereabletocarryonbusinessactivelyutilizingthecoastal
routeonthePacificOcean.IntheOkitamadistrict,beingfarfrollinlandwaterwayofthe
Mogami,thetransportofgoodshaddependedupontheoverlandrouteviatheEchigoRoad
fromthePortofNigata,NigataPrefecture.Withthedevelopmentofinlandroutefromthe
PacificOcean,transportofgoodsviatheNiijukuRoadfrom MiyagiPrefecturebecame
moreandmoreimportant.
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Theopeningofrailtransportin1899broughtabigchangetothereglOnalpattern of
tradeinYamagataPrefecture.Rice,rawsilk,andsilkgoodscametobeshippedforthe
TokyoandYokohamadistrict,riceandsoybeancakefromforeigncountriesandavariety
ofmanufacturedgoodsweretransportedfromthemetropolitanareas,especialytheKeihin
area.Atthesametime,thefolowingregionalpatternsoftradecameintoexistence.
ForestryproductswerebroughtfromNigataandAkitaPrefectures,marineproductswere
fromMiyaglandAomoriPrefecturesandHokkaido,andrawmaterialsformanufacturing
werefromFukushimaPrefecture.ThistraderelationbetweenYamagataandotherprefec-
tureshadbeenestablishedbythelate1900swhenagriculturalproductivitywasstabilizedand
manufacturingindustriesdeveloped.
Inconclusion,theregionalpatternoftradeinYamagataPrefecturewasreorganized
tostrengthentherelationwiththeKeihinareahavingthePortofYokohallainthedevelop一
meれtprocessofrailwaytransportation.
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